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水道管の凍結対策について
気温が氷点下になると、水道管や蛇口が凍り、水が出なくなったり破裂するおそれがあります。

  ＊水道の凍結防止について＊
・屋外に出ている水道管・・・保温材や布を巻き、更に雪や雨で濡れないように、その上からビニール
　　　　　　　　　　　　　　を巻くなど充分な防寒対策をお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　保温カバーや電熱ヒーター（配管に巻きつけるタイプ）も有効です。
・夜の冷え込みに備えて・・・おやすみ前に蛇口から少しずつ水を出しておくと凍結しにくくな 

ります。貯まった水は洗濯などにご利用下さい。
　

 ＊もしも凍結したら！＊
・自宅でできる応急処置・・・自然に解けるのを待つか、凍った部分に布やタオルをかぶせて、その上
　　　　　　　　　　　　　　からぬるま湯をかけ、ゆっくり解かして下さい。

熱湯を直接かけると、ひび割れや破裂のおそれがありますのでご注意下
さい。

・水道管が破損した場合・・・メーターボックス内の水道メーター横にある止水栓（レバーかハン
ドル式）を閉め、直接、水道業者に連絡して下さい。

＊口座振替のおねがい＊

　上下水道料金の口座振替へのご協力をお願いします。
　現在、水道料金の口座振替をご利用されている方で、下水道や浄化槽に

新規接続した場合は、新たに金融機関で『下水道料金口座振替』の
手続きが必要です。

【問合せ先】　土佐町役場　建設課　上下水道係　82-0400

水道管の凍結防止に

ご協力をお願いします。

 ＊連絡先＊

水道メーターから家側での破損 水道メーターから外側での破損
　水道メーターから家側で破損や漏水がある場合は、
個人の修理となります。
　下記の土佐町指定工事店に直接連絡して修理して
下さい。
【土佐町給水工事指定店抜粋（土佐町・本山町）】登録番号順

　水道メーターから外側で破損や漏水がある場合は、
役場の修理となります。
　下記土佐町水道委託業者または役場まで連絡して
下さい。
【水道委託業者】
住重環境エンジニアリング（株）
　　さめうら事業所　☎　82-2269
【役場】
土佐町役場　建設課　上下水道係
　　（平日）　　　　　☎　82-0400
　　（土・日・祝日）　　☎　82-0480

田井1506-7

田井807-1

土居284-1

田井1567-1

境182

宮古野13-1

本山町本山392

高橋設備（有）

田井建設（株）

土佐れいほく農協

青木設備

（有）ロード 

（有）早明浦建設

和田水道工事店

82-0367

82-0324

82-2800

82-1341

82-0582

82-1747

76-2169

指定工事店 電話番号 住所

　この章は、消防職員として国民の生命、身体及び財産を火災等の災害から防御するため、永年にわ
たり著しく危険性の高い業務に精励するとともに消防力の強化、充実に尽力され、消防の発展に貢献
し、社会公共の福祉の増進に寄与された方々に送られます。

　高知県嶺北消防組合発足時より、常備消防体制の基礎作りに努められ、住民に対する火災予防の推
進及び、消防団員の資質向上に尽力された功績が高く評価されたものです。

危険業務従事者叙勲（消防関係）
瑞宝単光章を受章
ずい  ほう  たん  こう しょう

土佐町東石原
近藤　義孝 氏　
発令年月日 平成24年11月3日

青木幹勇記念第2回全国子ども俳句大会　入選

ほたるがね　家の中にも　はいったよ　土佐市立高岡第一小学校　6年生　上野 維晃
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　嶺北４町村の行政、観光協会等で構成する嶺北

地域観光交流・推進協議会では、嶺北地域の観光

振興のため、さまざまな活動に取り組んでいます。

　その一つとして、県外の大学との協同により、

都市部の学生の視点から嶺北地域の資源を活用し

た観光・交流商品の企画及び企画商品のセールス

活動を行う取組を進めています。

　昨年１２月に京都光華女子大学短期大学の学生

がゼミ型モニターツアーとして嶺北地域を訪問

し、早明浦ダム湖でのウォータースポーツ体験、大豊町の山荘梶ヶ森へ宿泊するなど観光資源の現

地視察を行いました。そして、この 1 月 26 日、現地視察を踏まえ、学生が企画立案した旅行商品プ

レゼンテーション大会が京都で開催されました。嶺北の特産品である柚子、あかうし等を活用した

旅行商品が提案され、協議会会長である川村雅士さん等の審査員をうならせていました。

　今後の活動は商品開発に向けて、旅行会社へ売り込みが行われる予定です。

県外大学生が嶺北の観光や特産品を商品企画！県外大学生が嶺北の観光や特産品を商品企画！県外大学生が嶺北の観光や特産品を商品企画！

い
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の
里
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Ｓ
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始
！

い
し
は
ら
の
里
Ｓ
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開
始
！

新鮮な目で観光振興　

青木幹勇記念第2回全国子ども俳句大会　入選

赤とんぼ　金の棚田で　運動会　土佐町中学校　2年生　上田 英里奈
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